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　　　　　　　　　1 ，　 緒　　言

　金属 ナ ノ粒子 は、特異的な光学的 ・電気的 ・磁 気 的 特

性や触媒作用を有す る た め 、 近 年様 々 な分野 で 注 目を集

めて い る。たとえば電気化学に お い て は、特 に表面積 の

増大や導電性 の 付与 とい う観点 か ら、金 属 ナ ノ粒子 の 固

定化 は電極 の 機能化 に 有効 で あ る。

　金 属 ナ ノ粒 子 を電極デバ イ ス に 応用 す るた め に は、適

当 な 導電体表 面 にナ ノ 粒子 を構 造 や 密度 を制御 して 固

定す る こ と が必 要で あ る。つ ま り、ヘ テ ロ 接 合界 面 は 存

在す る もの の 、一種 の ナ ノ コ ン ポジ ッ トの 作製 お よ び 特

性評価が重要 に な る。

　わ れ われ は、現在、金属 ナ ノ 粒子 の 導電性 基板 表 面 へ

の 固定化 法 に つ い て検討 を行 っ て い る。今回 は、金 属ナ

ノ粒 子 の 固定化法 と して こ れまで に 検討 して きた 種核

成長 （Seed　mediated 　growth）法
1・2）に おい て 、成長溶液

中の 保護剤 を ポ リビ ニ ル ピ ロ リドン （PVP ）に 替え るだ

け で 、酸化 イ ン ジ ウム ス ズ （ITO）基板表面を覆 うよ う

に金 ナ ノ プ レ
ー

トを構造成長 させ る こ とが で きた の で 、

そ の 作製法 と応 用 に関 して 報告す る。

　　　　　　　　　2 ，　 実　　験

　種 核 成長 法 で は、金 ナ ノ 粒 子 の 場 合 、ま ず 4nm 程度

の コ ロ イ ド溶液中に 基板 を浸潰す る こ とで 核 とな る金

ナ ノ 粒 子 を 基板表 面 に 物理 吸着 さ せ る 。 そ の の ち 、

HAuC14 、セ チル ト リメ チ ル ア ン モ ニ ウム ブ ロ マ イ ド、ア

ス コ ル ビ ン 酸を含む成長溶液 に、基板 を浸漬 してナ ノ粒

子核を中心 と して 化学 還 元 を 促 進 して ナ ノ 粒子 を構造

成長 させ る 。

1）

　今回 は、成長溶液を HAuC14とPVP の みを含 む組成に

した場合に、ITO 基板表面 で成長す る金 ナ ノ構造 に つ い

て 検討 した。

　表面で 生成した ナ ノ構造は、電界放出型走査電子顕微

鏡 （FE −SEM ）で観測 した。

　　　　　　　　　3 ．　 結　　果

　今回 の 成長溶液で は 、PVP の 濃度変化 に伴 っ て 表面 で

成長す る 金ナ ノ 構造は 大 き く変 化 した が 、一
定の PVP

濃度条件下 で は、一辺 の 長 さが 0．5〜2 μm 、厚み が 10nm

程度 の 三 角形や六 角形の 金 ナ ノ プ レートが ITO 表面 を

覆 うよ うに構 造成長 す る 様子 が 観測 で き た。

　そ の 際、図 1 に 示すよ うに、球状 の 金 ナ ノ 粒 子 も 同 時

に 生 成 した が、表 面の 30％ 程度が 金ナ ノ プ レ
ートで 覆 わ

れ た よ うな修飾 が可 能で あっ た。

　こ の 基板 の 吸収 ス ペ ク トル 測定 の 結果、表 面 像 に対応

して 厚 さ方向の み を反 映 し た表面プ ラ ズ モ ン 吸収が観

測 され た。ま た、通 常 の 金ナ ノ 粒子の 場合と は と は若干

異なる光学特性も見 られ た。

　金ナ ノ粒子修飾 1TO 電 極で は、電気化学分析的 に 有効

な応答特性も得 られ て い るが 、

3’S） 今 回 の 金ナ ノ プ レ ー

ト修飾 ITO 電極に お い て も 、 特定 の 電子 移動 に対 し て 顕

著な促進効果 が 見 られ た。た とえば、チ トク ロ
ー

ム c の

電子 移動 は 通常の 金 電 極や金ナ ノ粒子 修飾 ITO 電極 で

は観測で きない が、金ナノ プ レ
ー

ト修飾 夏TO 電極 で は 明

瞭 な 酸化 還 元応 答 が 観測で きた。こ れ らの 詳 細 に 関 して

も報 告す る。
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Fig，1，Typical　FE −SEM 　image　ofgold 　nanoplates 　attached

　　　and 　grown　on 　the　indium　tin　oxide 　surface．
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